
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成２１年 ５月１５日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究分野：数物系科学 

科研費の分科・細目：物理学 素粒子・原子核・宇宙線・宇宙物理 

キーワード：ニュートリノ 質量 振動 フレーバー混合 T2K 大強度ビーム J-PARC 

 
１．研究計画の概要 

本研究は、茨城県東海村の大強度陽子加速
器施設Ｊ－ＰＡＲＣを用いてニュートリノ
ビームを作りだし、２９５ｋｍ離れた５万ト
ン水チェレンコフ検出器スーパーカミオカ
ンデで測定するＴ２Ｋ（東海 to 神岡 長基線
ニュートリノ振動実験）において、飛行中に
ニュートリノの種類が変化する“ニュートリ
ノ振動”現象を測定することによりニュート
リノの性質を解明することを目指す。ミュー
ニュートリノから電子ニュートリノへの振
動現象を発見することにより、三種類あるニ
ュートリノすべての間で振動現象が起こっ
ていることを証明するとともに、ニュートリ
ノにおけるＣＰ対称性の破れの探索にむけ
た指標を与える。 
 
２．研究の進捗状況 

2008 年度中にニュートリノ施設の建設を
完了、2009 年 4 月 23 日ニュートリノビーム
の初生成に成功。2009 年秋からビーム調整を
再開し 2009 年度中に本格物理測定を開始す
る予定。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

（理由） 
これまでビーム生成施設建設、実験開始、

ビーム調整とほぼスケジュール通り進捗し
てきていることから。 
 
４．今後の研究の推進方策 

2010 年 3 月から 6 月までの全期間、11 月
から 2011 年 6 月までの間の 120 日以上の期
間、大強度ビーム(100kW~150kW)を用いて本

格測定を行う。これにより 2010 年夏には過
去最高感度の測定を実現、2011 年夏には国際
競争の先頭に立つことを目指す。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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